
大学コンソーシアム京都主催　第 26 回 FDフォーラム「あらためて大学とは何か ～コロナ禍を超えて新しい時代へ～」

　　第３分科会「（大学で）学ぶとは？　教えるとは？　そして、良い授業とは？」（コーディネーター：関口久雄）

　　　近年「従来の受動的な座学から主体的なアクティブラーニングへ」等々、いわゆる大学での「授業、講義、実習、ゼミ、個人指

　　　導…」と称される《（相互）行為》が大きく変化し始めている。また、今年度は、見えないウィルスとの対峙といった未曾有の状

　　　況下で、「教室、講義室、実習室、ゼミ室、研究室、大学の外、オンライン上…」のさまざまな《現場》で、改めて「（大学の）

　　　教育（の本質）とは？」が、自分たち自身の問題として立ち現れることとなった。この分科会では、報告者各自が、（大学）教育

　　　の過去・現在・未来について、厄介なトラブル等が続発した一方で、いろいろな新たな可能性を気がつかせてくれた 2020 年度を

　　　終えようとしている今現在、最も関心あることを発表し、参加者と共に考えていくことを試みる。

2021 年 2 月 21 日（日）Zoomにて開催

　14:10~14:30　報告 1　小針　誠（青山学院大学）

　14:30~14:50　報告 2　天野太郎（同志社女子大学）

　14:50~15:10　報告 3　池田恭浩（京都先端科学大学）

　15:10~15:30　報告 4　関口久雄（京都先端科学大学）

　15:30~15:40　休憩

　15:40~17:00　参加者と共に考える
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第３分科会雑感

Zoomを用いて、予定通り、まず、４名の報告者が 20 分ずつ各自が現時点で関心あることを報告、休憩を挟み、形式上コーディネーター

が進行役を担い、80 分間、報告者・参加者共に自由に話し合いを。計３時間、のべ 141 名が参加、大きなトラブルもなく無事終了。参加

者たちのアンケート結果によれば、進行役のコーディネーターの統率力のない進め方以外は、概ね良い評価だったようである。ただし、そ

の進行の不味さ、というよりも、進行をしなかったのは、あえて選択した方法でもあった。

まず、「参加者と共に考えていく」と提示していたように、このような分科会の通例、少数の報告者の一方的な講義を単に聞くではなく、

今回はあくまでも 80 分間の報告者・参加者、その場にいる全員の自由討論が主目的であった。それとともに、偶然の要素がそこに加わった。

本来ならば、大学に所属する教員と職員を中心とした大人たちが集う場のはずだったが、ある現役の大学生が参加、大人たちがいつのまに

かあたりまえと受け入れてしまっていた、素朴で根本的な疑問を投げかけてくれることによって、その場を活性化してくれたのである。

そもそも、この第３分科会は、前年の３月１日に開催されるはずであったが、FDフォーラム自体が、やむなく中止された。その時の幻の

企画が「アクティブラーニングは、大学に必要なのか？」であった。〈近年、いわゆる大学の授業が、従来の受動的な座学から、主体的な「ア

クティブラーニング」へ、と大きく変化し始めている。ただし、それらの改革について、いわゆる大学人たちは、きちんと自分たちの問題

として考えたことがあるのだろうか。 たとえば̶̶ 喧伝される「学修」を経験すれば、「新しい学力」が身につき、「学ぶ意欲」「生きる力」

が 高まるのか？　そもそも「誰が」「どんな目的」で為された改革なのか？　そして、いわゆる社会経験が乏しいとされる大学教員たちが、

主体的・対話的が求められる現実的な時間を、「容易に」「短時間で」ファシリテートすることが可能なのか？　この分科会では、そのよう

な新しい教育の流れを歴史的に検討し、普遍的で実践的な決して新しくはない教育活動の報告等を通して対峙することによって、大学で学

ぶ、とはどういうことなのか、を改めて考えてみる。〉［大学コンソーシアム京都  第 25 回 FD フォーラム  第３分科会 概要］。その同じメン

バーで、改めて、仕切り直したのが、今回の「（大学で）学ぶとは？　教えるとは？　そして、良い授業とは？」なのである。

興味深いことに、アンケートの肯定的な意見は「予想外のサプライズな時間であった」、逆に、否定的な意見は「良い授業とは？という課

題が解決していない、スムーズに進行していない」。つまり、それらは表裏一体、いわゆる「目当て」「段取り」を極力排除したことに対す

る「新鮮／拒絶」な反応であった。平時ならば、京都のどこかの大学で対面で開催されたはずが、リモート開催での参加という状況を強い

られ、さらに、通常と異なる自由な討論で、異文化な参加者も加わり、結果的に、従来の予定調和の分科会とは程遠い「ワクワク／不安」

を伴う、いわゆる「アクティブラーニング」が求める、系統的ではない学習を体感するワークショップの時空間になってしまったのである。

いずれにしても、いわゆる結論へと導くことはしなかったが、参加者たちは、さまざまな議論から、大学における教育の実践は、まだまだ

発展途上であることは確認できたはずである。報告者の１人、元小学校教員の池田恭浩が自身の経験を踏まえながら、「授業者の数だけ良

い授業がある。授業者は職人である」と提起したが、これから大学教員たちは、小中高の教員たちのように、教育の職人＝プロとしての道

を歩むのであろうか、歩めるのであろうか、その覚悟があるのであろうか、それらが問われているのであろう。

（文責：関口）
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